
コリン作動性薬物であるアセチルコリン(ACh)､

カル '̂ミルコリン (CCh)に対する日本ザル約校

筋は収縮反応を示 し､その最大反応の平均値は

ACH3mMで226.7mg､CChlOJJMで213.0mgで

あった｡また､アドレナリン作動性薬物であるノ

ルエピネフリン (NE)によっても収縮が恋起さ

れたが反応の大きさはNEIOFLMで平均値26.4mg

であった｡PG芙引こ対する反応性を検討した結果､

PGFl.によって収縮反応 (10FEMにより平均

21.1mg)が志起されたがPGE2に対 しては定常

状態で布忠な反応を示さなかった.更にタキキニ

ン矧 こ対する反応性を検討したが､サブスタンス

Pやカブサイシンに対して有意な反応を示さなかっ

た｡

日本ザル虹彩縮瞳筋標本は経壁電気刺激により

収縮反応のみを示し､この収縮はムスカリン受容

休速断薬であるアトロピン (Atr)lFLM によっ

て大部分抑制された｡又､Atr抵抗性の収縮はα

受容休遮断薬フェントラミン1FLMにより消失 し

なかったが､神経伝達遮断効果を持つテトロドト

キシンにより完全に消失したことから神経由来の

収縮であることが確認された｡更にPG頬の影

野を検討したが､経壁電気刺激による収縮は

PGFhによって影響をうけず､PGE2によって

用丘依存的に抑制された｡

以上の結果より､日本ザル虹彩縮瞳筋は副交感

神経による支配を強く受けており､交感神経或い

は､ラット､ウサギでみられるような三叉神経由

来のタキキニン頬作動性神経の支配は存在すると

してもごくわずかで､ほとんど生理的役割を有し

ていないと思われるo又､PG頬に対する感受性

をもつことが示唆されたが､その生理的役割や

Atr抵抗性収縮に関しては今後の検討課題であ

る｡

サル水晶体に存在するガングリオシドの性質

周藤忠治 ･斉藤伸行 (東邦大医学部眼科)

小木日 学 (東邦大医学部2生理)

白内障は水晶体の老化現象として考えられ､水

晶体の透明性と関迎してその原因について多くの

報告がある｡老人性白内障は水晶体内のイオン平

衡の只常により発症し､放終的に不溶性琵白質の

核部での朔災が引起こされ､混尚が生じると考え

られる｡我々が研究を進めているガングリオシド

は細胞膜表面に存在する酸性糖脂質の一つで､細

胞応答､惰報伝達､細胞認識等に深く関わってい

る｡ヒト老人性白内障では白内障進行と加齢に伴

い､水晶体内のガングリオシド含丑が増加するこ

とを瓜近見出した.この加齢によるガングリオシ

ドの増加はアカゲザルの正常な透明水晶体を用い

ての解析により､ヒトにおいても見出すことがで

きた｡アカゲザルでは年齢とガングリオシド含員

との問にγ-0.88という高い相関が見られた｡ま

た､′13才以上の水晶体ではポリシアロガングリオ

シドの出現が高頻皮で認められ､ガングリオシド

含員の増加の一因と考えられる.ガングリオシド

の局在様式については､機械的に核部と皮質部に

分け分析した結果､皮質部には核部の4倍近い含

塁と､全水晶体とほぼ同じ分子椅構成が見られた.

この結果はウシ正常水晶体での報告とほぼ一致す

るが､ヒト老人性自内印では核郡にかなり高い含

丑と皮質部と同様な分子稚偶成が見られた｡アカ

ゲザル､ウシの例から推測すると､自内隅により

ガングリオシドの局在が核部にも及び､不溶性蛋

白質の和典との関迎が強く示唆された｡また､ア

カゲザルでのガングリオシド含爪はヒト老人性白

内障における含血の半分以上に達 し､正常水晶体

であることを考慮するとかなり高い値であると思

われる｡既にラット､ウサギ､ウシでは含見につ

いて報告があるが､その数値は湿虫虫あたりに換

昇するとヒトの1/10-1/4にすぎない｡ この

様に霊長類ではガングリオシドが水晶体に多く存

在し､また分子種構成も他の動物種に比較して複

雑であることから､非神経組織である水晶体にお

けるガングリオシドの生理的意義が予想される｡

一つの可能性は他の動物種と比較して長い寿命と

日中行動に起因すると思われるが､水晶体混濁に

関しては未だ未知の領域である｡

霊長矧 こおける筋 ･神経系の比較解剖学的研究

川井克司 ･児玉公道 (金沢大 ･医)

本間敏彦 (順天堂大 ･医)

小穴政啓 (岩手医大 ･医)

布椎動物の体現筋がどのような形成過程を経て

きたかを知る一方法として､エリマキキツネザル､

ブラウンキツネザル､スローロリス､ショウガラ

ゴの4髄の原猿の特に外腹斜筋について調べたO

その結果､エリマキキツネザルでは外腹斜筋は第
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5肋骨以下 (肋骨12本)から起こり､支配神経は

第5胸神経 (T5)から第 3腰神経 (L3)まで

の外側皮枝 (Rcl)の枝が筋の墓から分布してい

た｡ブラウンキツネザルでは外腹斜筋は第4肋骨

以下 (肋骨12本)から起こり､支配神経はT4～

L3のRclの枝がT12とL3では筋の表､それ以

外はすべて裏から分布していた｡スローロリスで

は外腹斜筋は第8肋骨以下 (肋骨16本)から起こ

り､支配神経はT8-L3のRclの枝が上位 9分

節 (T8-16)では筋の表､下位3分節 (Ll-3)

では裏から分布していた｡ショウガラゴでは外腹

斜筋は第4肋骨以下 (肋骨13本)から起こり支配

神経はT4～L2のRclの枝がT4､8､10､11､

12では筋の表､それ以外は筋の裏から分布してい

た｡次にその支配神経の筋内分布を見ると､4種

の原猿に共通して次の様な特徴が見られた｡

1)上位部では神経の主幹の走行と筋束の方向が

ほぼ同じなのに対し､下位に行くに従い両者の間

にずれが生じ神経が筋束を横切る様になる｡

2)苅8付近の肋骨に付く筋束を境に上位では筋

束の起始分節と支配神経の分節が一致するが下位

では両者が1分節ずれる｡つまりこの付近で筋が

上下から圧縮された様になっている｡

3)Rclが外腹斜筋を起始端から離れて貫くほど

筋束起始方向に伸びる反回枝が田著である｡以上

の串から､外腹斜筋の支配神経の入り方 (表から

か惑からか)とRclの外腹斜筋を貫く位置との間

に一定の明瞭な相関関係は認められなかったが､

神経の筋内分布に関する所見から､外腹斜筋は本

来体壁全体を広く被っていた筋がその起始する位

置を変えながら部分的に残ったものであると考え

られる｡

霊長頬大臼歯のエナメル象牙境の立体計測による

形態学的研究

関川三男 ･金沢英作 ･尾崎 公

(日大 ･松戸歯)

霊長頬大臼歯のエナメル象牙境の形態に関して

は､肉眼的にも計測学的にもほとんど記載されて

いない｡本研究では､そこ(,こ現れる種々の形質の

肉眼的記載を行ない､さらに同一歯のエナメル象

牙境と歯冠 (ェナメル質表面)との立体的対応関

係をモアレ法を用いて定量的に明らかにすること

を目的とした｡

Macacafuscataの攻耗の少ない下顎第3大臼

歯8歯を材料とした｡歯冠をレジンの直方体プロ

クに固定した後､3%硝酸で脱灰した｡歯冠表面

とェナメル象牙境の両表面形態の石背損型を寒天

印象剤を用いて作製し､校合面に定めた16の計測

点の3次元座標値をモアレ法および3次元計測機

で求めた｡攻頭の高さを校合面の最深点から計測

すると､歯冠では2.12-3.26mm､エナメル象牙

境では1.62-2.76mmの範囲にある｡攻頭の高さ

と攻頭頂間距離との相関に有意なものが少ないこ

とはヒトでの場合と同じである｡エナメル象牙境

では､歯冠表面に比べ､攻頭は鋭く､歯帯や中心

隆線の発達が著名であるが､近遠心の別隆線の発

達は弱い｡エナメル質の厚さは岐合面では､攻頭

頂附近が厚いが､そこにみられる小結節の発達程

度はその部のエナメル質の形成史に大きく依存し

ていることが示唆された｡すなわち､歯冠の形態

は､エナメル象牙境の形態に大きく依存している

が､両者の形態は全くの相似形ではなく､歯冠形

態はエナメル質の形成塁にも規定されていると考

えられる｡今回､歯の脱灰を行なったが､脱灰は

ヒトでの場合より速やかに進行した｡このことは､

エナメル質の物理化学的性質がヒトと異なること

を暗示する｡そこで､遊離歯からエナメル質だけ

を得､X線結晶学的性質を調べた｡その結果､エ

ナメル質アパタイト結晶の単位胞の大きさは､C
軸長がヒトの値より小さい傾向が認められた｡ま

た､歯種により熟重患反応に違いがみられた｡す

なわち､エナメル質の物理化学的性質は動物種や

歯種により異なっていることを示唆するものと考

えられる｡

今後は､例数を増やし歯種ごとにエナメル質の

厚さと歯冠形態との関係を詳細に分析し､特に､

上下顎大臼歯は顎運動との関係､犬歯は性差との

関連について検討を加えて行く予定である｡

フトオコビトキツネザルの肩峰下皮神経

山田 格 (新潟大 ･医)

フトオコビトキツネザルで肩甲上神経の皮枝の

存在を確認した｡この神経はBolk(1912)が新

世界ザル･原猿で記載した厳高上神経と相同とさ

れる｡1968年に金沢大学の解剖学実習でヒトでも

この皮枝が発見され､3-5%の出現率ながら出

現すれば所見が恒常であることから肩峰下皮神経
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